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呼吸 器感染症に対す るS-1108の 臨床的検討
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呼吸 器感 染症 患 者39例 にS-1108を 投 与 し,臨 床的 検討 を行 った。評 価対 象の 内訳 は急性

気管 支炎10例,細 菌性 肺 炎 ・肺 化膿症18例 およ び慢性 気道 感 染症6例 で あ った。S-1108は

1日 投 与燈300,450,600mgの いず れ かを1日3回(毎 食後),3～15日 間 経 口投与 した。

臨床効果 は著効5例,有 効20例,や や有効6例,無 効3例 で,有 効率73.5%で あ った。安全

性 に おいて1例 に口腔 内の しびれ感 が,ま た3例 にGOT,GPT等 の上 昇 を認め たが いずれ

も軽度 で あ った。 本薬 剤 は呼吸 器感 染症 に 対 して,極 めて有 用 な薬 剤て あ る ことが示唆 され

た。
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S-1108は 塩 野 義 製 薬 株 式 会 社 研 究 所 にお いて 合

成,ス ク リーニ ングされ た新 しいエ ステ ル型 経 ロ セ

フ ェム系 抗生 物質 で あ る。S-1108は 抗菌 活性 を 有す

るS-1006の4位 カ ルボ キ シル基 に ビバ ロイル オキ シ

メチ ル基 をエ ステ ル結 合 させ るとい う化学 構造上 の特

徴か ら消化 管 吸収 性 が 高 く,内 服 後 腸 管か ら吸 収 さ

れ,腸 管 壁の エス テラーゼ によ りエ ステル結合 が速 や

かに加 水分 解 され,抗 菌 活性 体で あ るS-1006と して

血 中お よび組織 内 に分 布す る。

S-1006は グラム 陽性 菌お よび グ ラム陰性 菌 に対 し

て広 範囲 な抗菌 スペ ク トルを有 して いる1)。

本 剤 のin oitro抗 菌 力 をcefteram(CFTM),

cefotiam(CTM),cefaclor(CCL)と 比 較す ると,

グラ ム陽性 菌 で は,methicillin-sensitive Staphylo-

coccus aureu8(MSSA)に 対 しCFTM,CCLよ り

強 く,CTMと 同程度 で,ま たStreptococcus属 には

CTM,CCLよ り強 く,CFTMと 同 程 度で あ った。

一 方 グラム 陰性 菌 に対 して は ほ とん どの菌 にCTM ,

CCLよ り強 く,CFTMと 同程 度 で あ った。なお,

methicillin-resistant Saureus(MRSA),Entero-

coccus属 お よびPseudomonas属 に対 してはほとん

ど抗菌 力を示 さない2、の。 また各種 の β-ラ クタマー

ゼに対 して も安 定で ある ことが確認 されている4)。

以上 の抗菌 力よ りみて,本 薬剤 は経 口剤であるが第

三 世代注 射用 セ フェム剤 に匹 敵す る抗菌力を有してい

る もの と考え られ,軽 症 ～中等 症の呼吸器感染症に対

す る有用 性 が期 待 され た。 今回,我 々は本薬剤を39

例の細 菌性呼 吸器感 染症患者 に投与 し,そ の臨床的効

果お よび安全性 を検討 したので報告す る。

1990年8月 よ り1991年4月 までの間に当科および

関連病 院を受 診 し,同 意の 得 られ た16才 ～80才 まで

の外 来 また は入院 の呼 吸器 感 染症患者39例 を対象と

した。総 投与症 例39例 の うち有効 性評価対象は34例

で あ った。5例 は感 染所 見不明確 等によ り除外 した。

*〒020盛 岡市内丸19-1



VOL.41 S-1 呼吸 器感 染症 に対す るS-1108の 臨床 的検 討 743

Table 1-1. Clinical summary of patients treated with S-1108

NF: normal flora ND: not done (-): negative or no sputum
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Table 1-2, Clinical summary of patients treated with S-1108

NF: normal flora ND: not done (-): negative or no sputum



VOL.41 S-1 呼吸 器感染症 に対 す るS-1108の 臨床的検 討 745

対象疾 患の内訳 は急 性 気管 支 炎10例,細 菌性 肺 炎

・肺化膿症18例 お よ び慢 性 気 道 感染 症6例 で あ っ

た。慢性気道感染症 にお け る基 礎疾 患 は気 管支拡 張症

3例,肺 気腫2例,細 気 管支炎1例 であ った。

S-1108の 投与法 は,1日 投与 量300,450,600mg

のいずれかを分3(毎 食後)で 経 口投与 した。投 与期

間は原則 と して14日 間 と したが,そ れ以 前 に効 果の

得られた症 例,3日 間投 与 して も改 善の得 られ なか っ

た症例および副 作用発現 症例 につ いて は主 治医 の判断

で中止 した。

臨床効果の判定 は体温 咳 嗽,喀 痰量 ・性 状,胸 部

聴診所 見等 の臨床 症 状,血 沈,白 血球 数,CRP値,

胸部レ線像等の検査成績 を考 慮 して 著効,有 効,や や

有効,無 効の4段 階 または判定 不能 に判定 した。

細菌学的効果の判定 は,原 因菌 と推定 され た検 出菌

について消失,減 少 または部分 消失,菌 交代,不 変の

4段階また は不明 に判定 した。

有用性の判定 は臨床 効果 お よ び安全 性 を勘 案 して,

非常に満足,満 足,ど ち らと もいえ な い,不 満,非 常

に不満の5段 階また は判定不能 に判 定 した。

治療成績 は一括 してTable1に 示 した。

臨床効果を疾患別 に検 討す る と,急 性気 管支 炎に対

しては10例 中著効1例,有 効7例,や や 有効2例 で

あった。 細菌性 肺 炎 ・肺 化 膿症 に は18例 中 著 効3

例,有 効11例,や や有効2例,無 効2例 で あ り,有

効率は77.8%で あ った。 また,慢 性 気道 感 染 症 に は

6例中著効1例,有 効2例,や や有効2例,無 効1例

であり,呼 吸器感 染症 全 体 で は73。5%(25/34)の

有効率であ った。

細菌学的効 果 にっ いて は12例 で 評 価 が 可 能 で あ

り,い ずれ も単独 菌感 染 で あ った。原 因 菌 と して は

Eiがluen2ae6株,Saureus2株,Spneumoniae

2株,H.parainfluenzae2株 が検 出された。Samus

の1例 はMRSAで 本 症 例 の細 菌 学 的 効果 は不 変 で

あったが,他 の11例 で はいず れ も消失 で あ り,う ち

10例にっいては臨床効果 も有効 以上 の成 績で あ った。

安全性 に関 して は症 例35で 投与2日 後 に 口腔内 の

しびれ感が出現 し,投 与 中止 によ り速 やか に改善 した

が,本 薬剤との因 果関係 が疑わ れた。 その他 自他覚 的

副作用は認 め られ なか った。一方,臨 床 検査値 異常 に

ついては,症 例17,27お よび33の3例 に肝機 能検 査

値異常(GOT,GPT,ALP等 の 上 昇)が 認 め られ

たが,い ずれ も軽度 な もの であ った。

S-1108は 新 しいエ ステ ル型 経 ロセ フ ェム剤 で,広

範囲な抗菌 スペ ク トルを有 して いる。 また抗 菌作用 に

っ いて もす でに広汎 な検 討が行 われ てお り,強 い抗菌

力を示 す ことが報告 され てい る2～4)。 またその安 全性

につ いて も報 告 されて い るの。

今 回,我 々は39例 の呼 吸器 感 染症 患者 に本 剤 を投

与 しその臨床 的検討 を行 った。

疾患 別臨床 効果 は,急 性 気管 支 炎にお いて10例 中8

例 が,肺 炎 ・肺化膿 症で は18例 中14例(有 効 率:77,8

%)が それ ぞれ有効 以上 を示す成 繍で あ ったが,慨 性

気 道感 染症 に対 し有 効以上 を示 したの は6例 中3例 に

と どま った。

また,臨 床 効果 と1日 投 与愚 との関係 をみ る と,急

性 気 管 支 炎 に対 して は300mg投 与 で2例 中1例,

450mg投 与 で4例 中3例,600mg投 与 で は4例 全

例 が 有効 以 上 で あ っ た。 肺 炎 ・肺 化 膿症 に対 して は

300mg投 与 で9例 中6例,450mg投 与 で は5例 全

例,600mg投 与 で は4例 中3例 が そ れぞれ 有効 以上

の成績 であ った。慢性 気道 感染症 にっ いて は症 例数 が

6例 と少 なか ったが,300mg投 与(2例)で の 有 効

例 はな く,450～600mg投 与 に お いて4例 中3例 が

有 効以上 を示 し,特 に慢性気 道感 染症 に対 して は本剤

は少な くと も1日450mgの 投与 が必 要で あ ろ うと考

え られ た。

また,細 菌学 的 に も原 因 菌検出症 例 に対 し,本 剤 の

抗 菌力 を反 映 した除 菌効果 な らびに臨床 効果が 認め ら

れ た。

以上 の成 績 よ り,S-1108は 軽症 ～ 中等 症 の呼 吸 器

感 染症 に対 し有 用性の 高 い抗 菌剤 と考 え られ た。
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The clinical efficacy of S-1108, a new oral cephem antibiotic, was investigated in 39 patients

with respiratory tract infections.

S-1108 was given orally in doses of 100, 150 or 200 mg t.i.d. for 3•`5 days. The

diagnosis in these patients was: acute bronchitis in 10, bacterial pneumonia•Elung abscess

in 18, chronic lower respiratory tract infection in 6 and non–applicable in 5.

Clinical efficacy was rated excellent in 5, good in 20, fair in 6 and poor in 3. The

efficacy rate was 73.5%. Slight oral numbness developed in one patient, and slight elevations

of GOT, GPT and ALP were observed in 3 patients.

From these studies it can be concluded that S-1108 is a useful antibiotic for respiratory

infections.


